
コンパクトかつ汎用性がある三次元画像計測器を試作した．ＣＣＤカメラとレーザ投光器に三次

 

元位置と方向が検出できる三次元磁気センサを取り付け，ＣＣＤカメラとレーザ投光器をそれぞれ

 

独立して走査させながら対象全体を計測できる．本システムを用いることで，計測対象の大きさや

 

形にとらわれず，効率よく計測することが可能になる．
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ハンディースキャン型三次元形状計測器

図１

 

計測器構成

ＣＣＤカメラとレーザ投光器のそれぞれに

 

三次元磁気センサを取り付けてある．

磁気センサ
レーザ投光器

ＣＣＤカメラ

計測対象
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計測器写真

三次元磁気センサ

図３

 

計測状況
(1)レーザを計測対象の表面でスキャンする．
(2) 三次元形状が算出される．

レーザスリット光

計測原理（光切断法）
レーザスリット光を対象の表面に投光すると，

 

形状に応じて曲線を描くこれをＣＣＤカメラ

 

で撮影し，三角測量の原理に基づいて対象の

 

三次元形状を計測する．

計測結果（ピーマン）
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